
〈第５条関係〉

配点 総合

10

5

10

10

10

15

10

10 10

5 5

5 5

10 10

100 100

【審査方法】

【評価基準（５段階）】※５段階以外の場合は、本基準をベースに採点する。

（１）委員は、各項目について審査を行い、採点する。

（２）全ての委員の点数を集計する。

（３）集計の結果、合計点数が最も高い参加者を受託候補者として決定する。

　　　なお、点数が同点の場合は、委員の協議により決定する。

（４）委員の合計点数が最低基準点である360点（満点600点×６割）以上になった参加者がいなかった

　　　ときは、受託候補者を決定しない。

（５）参加者が１者だけの場合、委員の合計点数が最低基準である360点（満点600点×６割）以上に

　　　なったとき、その参加者を受託候補者として決定する。
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合計

５：標準より非常に優れた提案　４：標準より優れた提案　３：標準的な提案

２：標準よりもやや劣る提案　　１：標準よりも劣る提案

実績

提案内容に独創性があるか。

業務を安定的に実施することができる人員や体制が確

保されているか。

提案内容に対し経費の積算は妥当か。また、節減が図

られているか。

本業務を受託するに相応しい同程度の業務実績や熟練

度があるか。

分業化を含む耕種版インテグレーションの県内優良事

例把握及びさらなる発展に向けた課題整理ができる内

容となっているか。

重量野菜の分業化を含む耕種版インテグレーションの

現状及び優良事例の横展開に向けた課題整理ができる

内容となっているか。

計画的な業務スケジュールとなっているか。

内容構成力

独創性

運営体制

経済性

審査基準表（加工・業務用野菜日本一産地確立事業業務委託）

審査項目 審査内容

デジタルツール等を活用した、効率的かつ継続的な実

需者ニーズの把握方法、仕組み作り、分析、活用方法

が理解できる内容となっているか。

加工業務用野菜の情勢及び耕種版インテグレーション

の必要性が分かる内容となっているか。

優良事例のさらなる発展と優良事例の重量野菜への横

展開に向けた今後の活動計画策定ができる内容となっ

ているか。

事業の趣旨や目的等を十分に理解し、業務目的が達成

される企画となっているか。


